
 

 

 

＜参考＞ 
１．水生生物の保全に係る水質環境基準 

○河川及び湖沼 
基準値 類型 

項目 水生生物の生息状況の適応性 
全亜鉛 

生物Ａ 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及び

これらの餌生物が生息する水域 0.03mg/L以下 

生物特Ａ 
生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物の

産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全

が必要な水域 
0.03mg/L以下 

生物Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれら

の餌生物が生息する水域 0.03mg/L以下 

生物特Ｂ 
生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水生生物の

産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全

が必要な水域 
0.03mg/L以下 

備 考 
 １ 基準値は年間平均値とする（海域もこれに準ずる。）。 

 
○海域 

基 準 値 項目 
類型 水生生物の生息状況の適応性 

全 亜 鉛 
生物Ａ 水生生物の生息する水域 0.02mg/L以下 

生物特Ａ 生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵場（繁殖場）又
は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域 0.01mg/L以下 

 
２．国が類型指定を行う水域 

国が類型指定行うべき水域として、河川、湖沼、海域４７水域が定められている。 
 
 

 

 

北上川

阿武隈川

那珂川

阿賀野川
信濃川

利根川 鬼怒川

江戸川

綾瀬川
中川

荒川
多摩川

相模川
富士川

天竜川

渡良瀬川
神流川

霞ヶ浦
北浦
常陸利根川

木曽川

揖斐川長良川

吉野川 紀ノ川

木津川

琵琶湖

大和川
淀川

猪名川
神崎川

小瀬川
江の川

山国川
筑後川

東京湾伊勢湾
大阪湾

播磨灘北西部
備讃瀬戸

燧灘東部

燧灘北西部

広島湾西部
響灘及び周防灘

有明海

宝満川


